
令和５年度 働く外国人のための日本語教室 実施要領 

 

１．目的 

日本語学習における県内企業のニーズを探るとともに、県内の外国人住民が仕事や

生活の様々な場面において必要となる基礎的な日本語能力を身に付けることにより、

職場や地域社会で日本人とのコミュニケーションができるようになることを目指す。 

 

２．内容 

（１）日本語を使って、職場や地域社会で「話す」「聞く」ことを重視する内容とする。 

（２）申し込みのあった企業担当者や外国人住民への聞き取りを踏まえ、求められる

日本語表現を扱う訪問型日本語教室を実施する。 

※技能検定試験や日本語能力試験等に限定した内容では行わない。 

 

３．対象（学習者） 

県内企業で働いている外国人住民 

※日本語学習経験はあっても、日本人とのコミュニケーションが苦手な方。 

※Ｎ４～Ｎ５を想定する。 

 

４．定員 

原則として、１クラス１０名まで 

※学習者の日本語習熟度の差が大きい場合、１０名以下でもクラス編成を行う場合が

ある。 

※開始後、原則として、新規の学習者は不可とする。 

 

５．教室の概要 

（１）期間：相談による。 

（２）回数：１コース 全１２回 

（３）１コースの基本的内容（相談により、変更可能とする。） 

ア． 日本語習熟度の確認（１回） 

イ．日本語の授業（１０回） 

ウ．成果発表及び日本語習熟度の確認（１回） 

（４）時間：１回９０分 

（５）形式：訪問型のグループレッスンとする。 

      ※必要に応じ、一部オンライン対応を可とする。 

（６）そのほか：教室を始める前後に企業担当者及び学習者のヒアリングやフィード

バックを行うことがあります。 

 

 



６．実施場所 

企業が指定する会場とする。 

※会場に要する費用は、実施の決定を受けた企業の負担とする。（基本設備として、冷

暖房、ホワイトボード等が備わっていること。） 

※「５．教室の概要（３）１コースの基本的内容」のうち、やむを得ずオンライン対

応とする場合は、企業が、学習者となる外国人住民に対し、対応可能なＰＣ及び WiFi

環境を確保すること。 

 

８．申し込み 

企業からの申し込みとする。 

※複数企業合同での申し込みを可とする。 

 

９．申し込み条件など 

（１）「５．教室の概要（３）１コースの基本的内容」の実施にあたり、企業全体とし

て積極的に協力できること。 

（２）「５．教室の概要（３）１コースの基本的内容」に加え、日本人社員に向けた伝

わりやすい日本語の話し方研修（例：日本語の特性や伝わりやすい指示・依頼の

仕方、伝達の行き違いを防ぐポイント等）が実施可能な企業を優先する。 

※（２）に要する講師謝金は不要とする。 

（３）技能検定試験や日本語能力試験等の対策に限定する内容を希望する場合は、別

途相談とする。 
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  （一社）えひめ日本語教育人財ネット 
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